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流通・サービス業に特化したアウトソーシング事業を展開する株式会社メディアフラッグ（本社：東京都渋谷区、代表取締

役社長：福井康夫）の子会社で、デジタルサイネージを中心とした店頭販促トータルソリューションの提供を行なっている株

式会社 impactTV（本社：東京都港区、代表取締役社長：寒河江清人、以下 impactTV）は、小型タッチサイネージ「PISTA 

BASIC4」 「PISTA BASIC10」を発売いたします。 

 

◆ PISTA BASIC4・BASIC10の概要 

 

impactTV では“最終的に店頭販促は「消費者」の為にある”という原点に立ち返り、単なる商品訴求に留まらない次なる

電子 POPの提供価値を作り出すため、消費者行動を捕捉・蓄積する電子 POP「PISTA2.0」シリーズを発売しております。 

「PISTA BASIC」はシリーズの中でも AIDMA の M（Memory 商品情報を入手する）に特化した人感センサーとタッチパネル機

能を有するインタラクティブサイネージです。 

 このたび、すでに発売済みの 7インチサイズに加え、小さな筐体なので商品を隠さず省スペースに設置ができる 4 インチの

「PISTA BASIC4」と、大きな画面で展示陳列型のショップやサービス案内、受付などに最適な10インチの「PISTA BASIC10」

をラインナップに追加いたします。 

 

 

◆ 消費者と情報接点を最適化するサイネージ 

 

スマートフォンを情報源とした購買行動が常識的に行われるようになった昨今では、消費者はより自分の趣味・嗜好・ライ

フスタイルに合った商品を能動的に検索・比較し、十分な情報を得てから購入の意思決定をするように変化してきています。

また、最近のデジタルサイネージを用いた店頭販促では、従来のワンウェイ（一方的に音と映像で情報を訴求）に留まらず、

近年のスマートフォンやタブレットの普及に伴う、任意検索での商品選定の流れを受けた、タッチ式インタラクティブサイネー

ジの需要が高まっています。 

しかし、タッチ式サイネージを導入しても、双方向のコミュニケーションを成立させるには、消費者の積極的に商品情報を

入手したいという「意識的行動」が丌可欠であり、ただタッチされるのを待っているだけでは、「意識的行動」を起こさない消費
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者に対して、訴求効果を向上させることができませんでした。 

また、従来のタッチ式サイネージの利用において、タッチコンテンツの TOP 画面で呼びかける映像を再生することは効果

的な手段でしたが、常に映像が流れ続けているため、呼びかけの始まったタイミングと消費者が近づくタイミングを合わせるこ

とは困難でした。 

そこで今回、impactTV では従来のタッチ式サイネージ機能に加え、人感センサー機能を搭載したサイネージ「PISTA2.0 

BASIC」を開発致しました。その人感センサー機能は購買行動プロセスである AIDMAの A(Attention顧客の注意をひく)に特

化した機能であり、消費者が商品棚前を通過する瞬間を狙った最適なタイミングで消費者に呼びかける映像を再生し、情報

を入手したいという「意識的行動」を促進することができます。これによりインタラクティブコミュニケーションを生み出すことが

可能になり、消費者の購買意思決定の後押しを実現致します。 

 

 

 

◆ PISTA BASICの特徴 

 

■CMSで簡単作成 

・スライドショーやタッチコンテンツを簡単に作成できる CMSのライセンスを無償で発行。 

・CMSはクラウドサービスなので、インターネットに繋がる PC さえあれば、いつでも自由にコンテンツ作成を行うことが可能。 

 

■マーケティングに活かせるタッチログデータ 

・端末の稼働状況とコンテンツ内各ページの閲覧数を、ログとして自動的に端末本体に保存。 

・ログデータを抽出・集積し、分析することが可能。 

 

■IPS方式の液晶パネル採用でアイキャッチ効果向上 

IPS液晶パネルを実装することで、高解像度・広視野角の映像表現が実現できるため、視認率を向上させることが可能。 

 

■店頭販促専用端末としての堅牢性 

・毎日の定時リブート機能を実装。 

・急なブレーカーダウンでもシステムファイルを守る安全なシャットダウンシーケンス。 

 

◆ impactTV とは 

  

創業31周年を迎える株式会社 impactTV（インパクトティービー）は、1996年に店頭販促ツールとして電子POP「impactTV」

をリリース。これまで 3,000 社以上に導入しており、販売・レンタルとも業界シェア No.1を誇るパイオニアです。 



極小・軽量の 3型から、定番の 7型、エンドや催事向けの 19型、さらに大型のモニター取付型のメディアプレイヤーまで、 

幅広いラインナップをご提供しており、設計・製造物としての安全性はもちろん、品質的にも故障率が 0.2%以下と低く、導入

企業様・設置店舗様に安心してご利用いただいております。 

 

◆ 株式会社 impactTV 会社概要 

 

社 名 ： 株式会社 impactTV（株式会社メディアフラッグ 100％子会社） 

事業内容  ： デジタルサイネージを中心とした店頭販促トータルソリューションの提供 

（企画、製造、販売、運用支援、マーケティング分析） 

設 立 ： 1986年 7月 

資 本 金 ： 359百万円(2015年 12月末現在) 

代 表 者 ： 代表取締役社長 寒河江清人 

本社所在地 ： 東京都港区赤坂 3丁目 11-3 赤坂中川ビルディング 2F 

従業員数  ： 30名（2016年 1月現在） 

W e b U R L ： http://www.impacttv.co.jp/ 

EC URL（impactTV カート）：http://impacttv-cart.com/ 

 

 

 

 

 

 

■本サービス導入に関するお問い合わせ■ 

株式会社 impactTV   経営管理部 

TEL：03-5549-4030 / FAX：03-5549-4122 / E-mail：pr@impacttv.co.jp 

http://www.impacttv.co.jp/
http://impacttv-cart.com/

